安全対策記載例
１　共通対策
（１） 現場には本許可書又は許可書の写しを携行し、同書記載の安全対策の各事項をすべての作業員に予め周知徹底します。

（２）　現場には専従の警戒員を配置して警戒にあたり、通航船に支障がある場合は作業を中断し、通航路を確保します。（※確保するための具体的な手段を記載）
（３）　港則法、その他関係法令を遵守し、事故の無いように施工します。
（４）　本許可書の内容に変更が生じる場合は、事前に内容変更の手続を行い、工程管理を徹底します。
（５）　作業開始前には、始業点検を実施します。
（６）　作業船等の乗組員及び作業員には救命胴衣等の保護具を装着させます。
（７）　材料、資機材等が海面へ落下しないよう措置を講じます。

（８）　流出の恐れがあるものには、所有者名、連絡先を表示するとともに流出防止措置を講じます。

（９）　万一、工事用資機材等が流出した場合は、直ちに秋田海上保安部に通報するとともに発見回収に努めます。
（１０）　作業に伴って発生した廃棄物については、全て回収し適切に処分します。

（１１）　気象、海象情報に留意し、次の場合は作業を中止するとともに、これ以下であって
も状況に応じて中止します。

風速○○ｍ/s以上
波高○○ｍ以上
視程○○ｍ以下
水中視界○ｍ以下（※潜水作業がある場合）

潮流○○ノット以上（※潜水作業がある場合）
（１２）　作業中、事故その他異常事態が発生した場合は、「緊急時の連絡体制」により関係先へ連絡します。
（１３）　作業中、爆発物等の危険物が発見された場合には、直ちに秋田海上保安部に通報し、その指示に従います。

２　追加対策

（１）潜水作業がある場合
　　　①　潜水作業は、フーカー式（※スクーバー式）により実施します。

②　作業前には潜水者の健康状態の確認及び潜水機材の点検、整備を行います。

③　作業中は潜水士船上（※船舶を使用しない場合は、他の設置場所を記載）に「国
　際信号旗A旗を表す信号板」及び「潜水作業中」と表示した看板を掲げます。

④　潜水士船上（※船舶を使用しない場合は、他の配置場所を記載）には補助員及び
専従の警戒員を配置し、接近する船舶があれば直ちに潜水士に連絡し作業を一時
中断するとともに、旗やハンドマイク等により接近しないよう注意を喚起するとともに、
必要があれば潜水士を退避させる等の措置を講じます。
　潜水士と補助員等との連絡は、水中電話（※その他の方法で行う場合は、具体的な
方法を記載）で行います。

⑤　潜水作業は、２名１組のバディーにて実施します。（※スクーバー式の場合）
⑥ 推進器による巻き込みや船底弁による吸引事故等を防止するため、事前に船舶の
責任者と十分な打合せを行い、潜水作業実施中の周知ポスターを船橋、機関室内
に貼るなど事故を防止するための措置が講じられ乗組員に周知徹底されたことを確
認してから作業を開始します。(※停泊船の船底付近で作業を実施する場合）
　　　⑦　消波ブロック吊出しの際は、潜水士が安全な場所に退避したことを確認してから実
　　　　施し、上下作業とならないようにします。（※クレーンを使用して、消波ブロック設置等
　　　　の作業を行う場合）
（２）アンカーを張出して作業をする場合
作業船のアンカー位置を示す標識（形状・灯色・灯質等）を設置します。

（３）船着場若しくはその付近で作業を行う場合
係留施設の管理者と事前調整を行い、船舶の出入りがある場合は作業を中断します。
（４）作業区域若しくはその付近に危険物積載船舶がいる場合
危険物積載船舶から３０ｍ以内では、作業を実施しません。
（５）ボーリング作業がある場合
①　作業中以外にはボーリング櫓に施錠し関係者以外の立ち入りを防止します。
②　ボーリング櫓上には燃料油等の危険物は保管せず作業終了時に持ち帰ります。
③　ボーリング作業で発生したスライム等は回収し陸揚げ処分します。
（６）警戒船を配置する場合
①　接近する船舶があれば、作業中である旨の注意喚起を行い、必要があれば安全
な水域に誘導若しくは、停船協力依頼を行います。

（７）燃料、潤滑油を必要とする機材を使用する場合
①　現場には、油防除資機材（油吸着マット、油処理剤等）を準備します。
②油処理剤を使用する際には、あらかじめ漁業関係者と協議のうえ、事前に海上保
安部へ連絡します。
   (８)削孔、ケレン等周囲に粉塵、破片が飛散する作業がある場合
①　作業現場の養生を行い、粉塵、破片等が海面に飛散しないようにします。
　　　

（９）夜間施工を行う場合
　  ①　照明設備を配置し、作業に必要な照度を確保します。

②　照明は、船舶交通の妨げとならないよう照射方向及び照度等について考慮しま
す。

